
平成2８年度第１回
熊本県道路メンテナンス会議
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九州全体の点検実施状況（全体）

○平成２６年７月の省令施行を踏まえ、道路管理者は、全ての橋梁、トンネル等について、５年に１回の近接目
視による点検計画を策定。平成２７年度末の点検実施率は、橋梁約２８％、トンネル約２３％、道路附属物等
約４３％

○橋梁については、全体の約３割を点検しているが、道路管理者によって取組状況が異なり、地方公共団体の
点検実施率が低い状況

＜５年間の点検計画と平成26・27年度の実施状況＞

＜橋梁点検状況（管理者別）＞
＜橋梁の点検方針＞

コンクリート片の落下等による第三者被害の予
防並びに路線の重要性の観点から、以下につい
ては、最優先で点検を推進

・緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋
・跨線橋
・緊急輸送道路を構成する橋梁

道路施設 管理施設数 計画点検数 点検実施数 点検実施率

橋梁 105,235 30,904 29,787 28%

トンネル 1,721 423 402 23%

道路附属物等 3,052 1,323 1,314 43%

管理者 管理施設数 計画点検数 点検実施数 点検実施率

国土交通省 4,565 1,787 1,794 39%

高速道路会社 2,297 1,095 1,095 48%

地方公共団体 98,373 28,022 26,898 27%

合計 105,235 30,904 29,787 28%

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 計画点検数：H26・H27計画点検数
点検実施数：H26点検を行った施設数とH27点検を行った施設数を合計した施設数
点検実施率：「点検実施数」 を 「管理施設数」 で割った値
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
点検実施率は、端数により左図と合わない場合がある

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 計画点検数：H26・H27計画点検数
点検実施数：H26点検を行った施設数とH27点検を行った施設数を合計した施設数
点検実施率： 「点検実施数」 を 「管理施設数」 で割った値
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
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九州全体の点検実施状況（橋梁）

○最優先で点検すべき橋梁の点検実施率（平成２７年度まで）は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋約４
３％、跨線橋約４０％、緊急輸送道路を構成する橋梁約３８％である

○跨線橋の点検には、鉄道事業者との協議や調整に時間を要するなどの課題が存在するが、ほぼ全ての
鉄道事業者と今後の点検計画を確認しており、平成３０年度までにすべての点検が完了する見込み

＜最優先で点検すべき橋梁の点検計画と平成26・27年度の実施状況＞

管理施設数 計画点検数 点検実施数 点検実施率

橋梁 105,235 30,904 29,787 28%

緊急輸送道路
を跨ぐ跨道橋

1,653 739 713 43%

跨線橋 1,048 430 416 40%

緊急輸送道路を
構成する橋梁

16,829 6,822 6,444 38%

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 計画点検数：H26・H27計画点検数
点検実施数：H26点検を行った施設数とH27点検を行った施設数を合計した施設数
点検実施率：「点検実施数」 を 「管理施設数」 で割った値
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
点検実施率は、端数により左図と合わない場合がある
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＜平成27年度管理者別点検結果（橋梁）＞

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 4,565 1,019 708 273 38 0

高速道路会社 2,297 593 86 454 53 0

都道府県 20,259 4,260 1,960 1,907 393 0

政令市 6,847 973 741 186 46 0

道路公社 663 151 28 96 27 0

市区町村 70,604 15,610 6,266 7,887 1,427 30

合計 105,235 22,606 9,789 10,803 1,984 30

○ 九州全体の橋梁の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は30橋（0.1%）、判定区分
Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は1,984橋（8.8%）、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、長期的な修繕
コスト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は10,803橋（47.8%）

九州全体の平成２７年度点検結果

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 点検実施数：H27点検を行った施設数
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
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九州全体の平成２７年度点検結果

○ 九州全体のトンネルの点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は1本（ 0.6% ）、判
定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は65本（36.5%）、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、長期的な
修繕コスト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は101本（56.7%）

＜平成27年度管理者別点検結果（トンネル）＞

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 160 46 1 27 18 0

高速道路会社 194 37 3 28 6 0

都道府県 789 78 7 34 37 0

政令市 50 9 0 9 0 0

道路公社 43 2 0 0 2 0

市区町村 485 6 0 3 2 1

合計 1,721 178 11 101 65 1

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 点検実施数：H27点検を行った施設数
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
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九州全体の平成２７年度点検結果

○ 九州全体の道路附属物等の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は0箇所、判定区
分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は58箇所（8.2%）、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、長期的な修繕
コスト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は326箇所（45.8%）

＜平成27年度管理者別点検結果（道路附属物等）＞

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 874 124 73 42 9 0

高速道路会社 785 315 164 139 12 0

都道府県 651 103 16 66 21 0

政令市 238 74 23 38 13 0

道路公社 302 66 43 23 0 0

市区町村 202 30 9 18 3 0

合計 3,052 712 328 326 58 0

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 点検実施数：H27点検を行った施設数
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
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熊本県の点検実施状況（全体）

○平成２６年７月の省令施行を踏まえ、道路管理者は、全ての橋梁、トンネル等について、５年に１回の近接目
視による点検計画を策定。平成２７年度末の点検実施率は、橋梁約２７％、トンネル約１４％、道路附属物等
約５４％

○橋梁については、全体の約３割を点検しているが、道路管理者によって取組状況が異なり、地方公共団体の
点検実施率が低い状況

＜５年間の点検計画と平成26・27年度の実施状況＞

＜橋梁点検状況（管理者別）＞
＜橋梁の点検方針＞

コンクリート片の落下等による第三者被害の予
防並びに路線の重要性の観点から、以下につい
ては、最優先で点検を推進

・緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋
・跨線橋
・緊急輸送道路を構成する橋梁

道路施設 管理施設数 計画点検数 点検実施数 点検実施率

橋梁 20,219 5,747 5,537 27%

トンネル 293 40 40 14%

道路附属物等 334 185 182 54%

管理者 管理施設数 計画点検数 点検実施数 点検実施率

国土交通省 535 224 224 42%

高速道路会社 369 194 194 53%

地方公共団体 19,315 5,329 5,119 27%

合計 20,219 5,747 5,537 27%

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 計画点検数：H26・H27計画点検数
点検実施数：H26点検を行った施設数とH27点検を行った施設数を合計した施設数
点検実施率：「点検実施数」 を 「管理施設数」 で割った値
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
点検実施率は、端数により左図と合わない場合がある

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 計画点検数：H26・H27計画点検数
点検実施数：H26点検を行った施設数とH27点検を行った施設数を合計した施設数
点検実施率： 「点検実施数」 を 「管理施設数」 で割った値
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
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熊本県の点検実施状況（橋梁）

○最優先で点検すべき橋梁の点検実施率（平成２７年度まで）は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋約５
８％、跨線橋約５８％、緊急輸送道路を構成する橋梁約３７％である

○跨線橋の点検には、鉄道事業者との協議や調整に時間を要するなどの課題が存在するが、ほぼ全ての
鉄道事業者と今後の点検計画を確認しており、平成３０年度までにすべての点検が完了する見込み

＜最優先で点検すべき橋梁の点検計画と平成26・27年度の実施状況＞

管理施設数 計画点検数 点検実施数 点検実施率

橋梁 20,219 5,747 5,537 27%

緊急輸送道路
を跨ぐ跨道橋

164 97 95 58%

跨線橋 113 66 65 58%

緊急輸送道路を
構成する橋梁

2,546 976 947 37%

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 計画点検数：H26・H27計画点検数
点検実施数：H26点検を行った施設数とH27点検を行った施設数を合計した施設数
点検実施率：「点検実施数」 を 「管理施設数」 で割った値
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
点検実施率は、端数により左図と合わない場合がある

資料①



＜平成27年度管理者別点検結果（橋梁）＞

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 535 119 89 25 5 0

高速道路会社 369 117 27 85 5 0

都道府県 3,615 815 596 177 42 0

政令市 2,909 507 392 91 24 0

道路公社 8 0 0 0 0 0

市区町村 12,783 2,780 1,308 1,247 218 7

合計 20,219 4,338 2,412 1,625 294 7

熊本県の平成２７年度点検結果

○ 熊本県の橋梁の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は7橋（0.2%）、判定区分Ⅲ
（早期に措置を講ずべき状態）は294橋（6.8%）、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、長期的な修繕コス
ト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は1,625橋（37.5%）

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 点検実施数：H27点検を行った施設数
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
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熊本県の平成２７年度点検結果

＜平成27年度管理者別点検結果（トンネル）＞

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 12 5 0 3 2 0

高速道路会社 53 12 0 9 3 0

都道府県 152 0 0 0 0 0

政令市 5 0 0 0 0 0

道路公社 3 0 0 0 0 0

市区町村 68 1 0 0 0 1

合計 293 18 0 12 5 1

○ 熊本県のトンネルの点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は1本（ 5.6% ）、判定
区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は5本（27.8%）、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、長期的な修繕
コスト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は12本（66.7%）

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 点検実施数：H27点検を行った施設数
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
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熊本県の平成２７年度点検結果

＜平成27年度管理者別点検結果（道路附属物等）＞

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 146 6 5 1 0 0

高速道路会社 76 31 20 10 1 0

都道府県 55 0 0 0 0 0

政令市 45 4 0 3 1 0

道路公社 2 0 0 0 0 0

市区町村 10 3 1 2 0 0

合計 334 44 26 16 2 0

○ 熊本県の道路附属物等の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は0箇所、判定区分
Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は2箇所（4.5%）、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、長期的な修繕コ
スト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は16箇所（36.4%）

※ 管理施設数：H27.12.31時点の管理数 点検実施数：H27点検を行った施設数
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》
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平成27年度定期点検 判定区分Ⅳの対応状況 資料①

地整 管理者 施設
橋梁

所在地
路線名 建設年 損傷の具体的内容 緊急措置内容 点検日 緊急措置日

1 九州 宇土市 宮
ミヤ

の後橋
ウシロハシ

熊本県宇土市 網田神社線 不明 床版・主桁下面に広範囲の剥離・鉄筋露出 全面通行止め H28.1.15 H27.9.19

2 九州 宇土市 黒
クロ

橋
ハシ

熊本県宇土市 川越・宮の後線 不明 床版・主構ともに全体的に腐食・防食機能の劣化 全面通行止め H27.11.18 H27.9.19

3 九州 宇土市 曽
ソ

畑
ハタ

１号
ゴウ

橋
キョ ウ

熊本県宇土市 潤・佐野線 不明 床版・主桁下面に広範囲の剥離・鉄筋露出 荷重規制 H27.11.10 H28.2.21

4 九州 宇土市 古城
コジョ ウ

２号
ゴウ

橋
キョ ウ

熊本県宇土市 古城町２号線 不明 主桁に剥離・鉄筋露出 荷重規制 H27.12.3 H28.2.21

5 九州 阿蘇市 第
ダイ

八
８

斧
オノ

岳
タケ

橋
ハシ

阿蘇市西小園 市道西小園水源線 1966 橋台基礎部、及び背面部の洗掘 全面通行止め H27.11.23 H27.11.24

6 九州 阿蘇市 第
ダイ

九
９

斧
オノ

岳
タケ

橋
ハシ

阿蘇市西小園 市道西小園水源線 不明 主桁鉄筋の腐食、破断、橋台コンクリートの剥離 全面通行止め H27.11.23 H27.11.24

7 九州 阿蘇市 第
ダイ

十一
１１

斧
オノ

岳
タケ

橋
ハシ

阿蘇市西小園 市道西小園水源線 不明 主桁鉄筋の腐食、破断 全面通行止め H27.11.23 H27.11.24

8 九州 八代市 大平隧道
オオヒラズイドウ

熊本県八代市 市道　稲入・石坂線 1971
覆工全体のひび割れ、施工目地及び鋼製支保工沿いに浮き・はく落・豆

板・欠損

応急措置として

叩き落し及びはく落防

止工

H28.1.10 H28.1.13



道路施設 管理施設数
H26・H27計画

点検数
（A）

H28計画
点検数
（B）

H26・H27点検
実施数
（C）

H28点検
予定数

（A＋B－C）

橋梁 105,235 30,904 25,590 29,787 26,707

トンネル 1,721 423 362 402 383

道路附属物等 3,052 1,323 681 1,314 690

＜各構造物の平成28年度の点検予定＞

九州全体の平成２８年度点検計画

※管理施設数：H27.12.31時点の管理数
H26・H27計画点検数（A）、H28計画点検数（B）は、今後の計画点検数は見直しすることがある。
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》

資料②



道路施設 管理施設数
H26・H27計画

点検数
（A）

H28計画
点検数
（B）

H26・H27点検
実施数
（C）

H28点検
予定数

（A＋B－C）

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋

1,653 739 369 713 395

跨線橋 1,048 430 238 416 252

緊急輸送道路を
構成する橋梁

16,829 6,822 4,386 6,444 4,764

＜最優先で点検すべき橋梁の平成28年度の点検予定＞

九州全体の平成２８年度点検計画（最優先で点検すべき橋梁）

※管理施設数：H27.12.31時点の管理数
H26・H27計画点検数（A）、H28計画点検数（B）は、今後の計画点検数は見直しすることがある。
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》

資料②



道路施設 管理施設数
H26・H27計画

点検数
（A）

H28計画
点検数
（B）

H26・H27点検
実施数
（C）

H28点検
予定数

（A＋B－C）

橋梁 20,219 5,747 4,815 5,537 5,025

トンネル 293 40 99 40 99

道路附属物等 334 185 58 182 61

＜各構造物の平成28年度の点検予定＞

熊本県の平成２８年度点検計画

※管理施設数：H27.12.31時点の管理数
H26・H27計画点検数（A）、H28計画点検数（B）は、今後の計画点検数は見直しすることがある。
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》

資料②



道路施設 管理施設数
H26・H27計画

点検数
（A）

H28計画
点検数
（B）

H26・H27点検
実施数
（C）

H28点検
予定数

（A＋B－C）

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋

164 97 31 95 33

跨線橋 113 66 23 65 24

緊急輸送道路を
構成する橋梁

2,546 976 694 947 723

＜最優先で点検すべき橋梁の平成28年度の点検予定＞

熊本県の平成２８年度点検計画（最優先で点検すべき橋梁）

※管理施設数：H27.12.31時点の管理数
H26・H27計画点検数（A）、H28計画点検数（B）は、今後の計画点検数は見直しすることがある。
本表は施設の管理者別による集計であるため、道路メンテナンス年報（H28.9）と整合しない場合がある。
《本表：管理者別 道路メンテナンス年報：施設所在地別》

資料②



地域一括発注の進捗状況（熊本県）

地域一括発注・・・
市町村の人不足・技術力不足を補うために、市町村が実施する点検・診断の発注事務を都道府県等が
受委託することで、地域一括発注を実施するもの。

＜地域一括発注による平成27年度の点検実施と平成28年度の点検計画＞

〇平成27年度は、市町村自ら発注。
〇平成28年度も、市町村自ら発注。

資料③

【熊本県の老朽化対策支援メニュー】

①ﾒﾝﾃﾅﾝｽ技術習得のための県による市町村研修生受け入れ(H2６～)
②熊本県道路技術ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度の活用(H25～)
③熊本建設技術ｾﾝﾀｰ等における技術研修の受講(H21～)
④市町村が行う定期点検について、県受託による一部一括発注を実施（H26～）



【機密性２】資料➃耐震補強の効果の検証



【機密性２】資料➃耐震補強の効果の検証



【機密性２】資料➃ロッキング橋脚を有する橋梁の落橋



【機密性２】資料➃ロッキング橋脚を有する橋梁の落橋



①道路構造物管理実務者研修 （九州技術事務所）
・対象 ： 自治体職員及び直轄職員 参加者数
・時期 ： 橋梁Ⅰ H28.08.01～08.05 ３３名

橋梁Ⅰ(２期) H28.08.24～08.26  ２７名
橋梁Ⅱ H28.09.26～09.30 ２３名
トンネル H28.10.11～10.14 ２１名
計 １０４名

・目的 ： 地方公共団体の職員の技術力育成のため、
点検要領に基づく点検に必要な知識・技能
等を取得するための研修。

H28年度研修等の実施予定 資料⑤

②県・市町村担当者向けメンテナンス研修開催状況（熊本県）

高所作業車による点検状況

場所：熊本県建設技術センター
日時 研修名 参加者（名）
6月17日 コンクリート品質管理 39
6月24日 アスファルト舗装 30
7月7日、8日 橋梁の補修・補強 16
8月4日 構造物の補修・補強 11
10月20日、21日 橋梁点検 69
10月26日 道路メンテナンス（初級） 34

参加者数(名）



H28年度研修等の実施予定 資料⑤

③橋梁補修工事の現場見学会開催（直轄）

目 的 ： 地方公共団体の職員の技術力育成の
ため、橋梁補修に必要な知識・技能等を
取得するための現場研修

○橋梁補修現場見学会

開 催 日 ： 平成２８年１２月上旬頃
場 所 ： 白鷺橋（八代市）
参加者予定数 ： ２０名程度

白鷺橋全景(上流終点側より)

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 A2

白鷺橋 橋長 Ｌ＝２５０ｍ

前
川

至
熊
本
市

至
水
俣
市
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